
 

（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：平成 29 年４月 28 日  

学校名：県立 鎌倉高等 学校  

平成 29 年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（平成 28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○複眼的多面的にも

のを見て、深く思考

し、論理的で批評

力・判断力・洞察

力・行動力に富む生

徒を育む教育課程に

整備する。 

○高度で知的好奇心

を刺激する授業を教

員・生徒の相互で作

り上げるために、組

織的な授業改善を推

進する。 

○各教科及び総合的

な学習の時間の取組

みを通して、歴史文

化への造詣を深め、

また、課題設定・解

決力・表現力を育

む。 

①学力向上進学
重点校エントリ
ー校として具体
的な評価視点・
水準を確認し、
さらなる効果的
なカリキュラム
の研究を行う。 
②グローバル教
育研究推進校と
して生徒に示し
た学習計画・取
組みの効果的な
実施を図る。 
③２学期制の長
所を活かした年
間行事予定の見
直 し を 行 っ た
が、教育課程上
の位置づけの一
層 の 改 善 を 図
る。 
④組織的な授業
改善に係る年間
計画に基づき、
全職員が授業研
究を実施する。 

①29 年度入学生のカリ
キュラム及び「新しい
学力向上進学重点校」
の示す指標に基づい
て、生徒の進路希望を
実現するために、効果
的な指導に取り組む。 
②全学年で取り組む英
語資格認定試験を通し
て、一層の生徒の英語
力向上を図り、キャリ
ア形成に資する。 
オーストラリア姉妹校
交流事業が、受け入れ
家庭生徒の経験を通し
て、さらなるグローバ
ル教育の機会となるよ
う工夫する。また、海
外語学研修事業への生
徒の参加を推進する。 
③より適切な年間行事
予定策定に向けて、継
続的に行事の見直しや
検討を行う。 
④年間計画に基づき、
職員全体の共通理解の
もとで生徒にとってよ
り良い授業ができるよ
う組織として取り組
む。 

①アクティブラーニン
グに組織的に取り組め
たか。 
他校参加型公開研究授
業を効果的に実施でき
たか。 
生徒による授業評価の
項目４について満足で
きる結果になったか。 
長期休業中に発展的な
補習が実施できたか。 
②英語資格認定試験に
取り組むことが、生徒
の英語力の向上に結び
つき、キャリア形成に
役立ったか。 
オーストラリア姉妹校
交流事業及び海外語学
研修事業を効果的なグ
ローバル教育の機会と
することができたか。 
③年間行事予定策定が
効果的に行えたか。 
④互観授業を効果的に
実施できたか。 
アクティブラーニング
に組織的に取り組めた
か。（再掲） 
他校参加型公開研究授
業を効果的に実施でき
たか。（再掲） 

     

２ 
生徒指導・支
援 

○社会性・協調性・

体力・行動力・自己

管理能力や人権意識

を養うために多様な

経験をさせ、生徒が

意欲的・主体的に人

間形成を行うことが

できる環境を整え

る。 

○一人ひとりの個に

応じた支援を充実さ

せる。 

①生徒の自己有
用感を醸成する
効果的な学校行
事 の 活 用 を 図
る。 
②一人ひとりの
生徒状況を把握
するためにきめ
こまかな生徒情
報の共有化を図
る。 
③生徒の人権意
識を高めるため
の効果的な支援
を行う。 
④藤沢養護学校
分教室との交流
を 継 続 的 に 行
う。 

①生徒一人ひとりが学
校行事における自己の
役割を理解し、創造力
を発揮して取組めるよ
うな支援方法の工夫を
図る。 
②課題を抱える生徒情
報の共有と組織的な支
援を図る。 
③SNS に関わるトラブル
の未然防止、LGBT への
理解等人権を意識させ
る機会を設定する。 
④授業や学校行事など
を通して、分教室と生
徒間の交流・理解が深
まるように支援する。 

①学校行事の過程や終
了後に生徒たちの主体
性・自己有用感は高ま
ったか。 
②生徒情報交換会、学
年会を通じて定期的な
生徒情報の共有が実施
されたか。 
③生徒の人権意識を高
める機会を設定できた
か。 
④分教室との交流を通
して生徒間の協力関係
が築けたか。 

     



 

３ 進路指導・支援 

○難関国公立大学・

難関私立大学への合

格者数を増加させ

る。 

①生徒一人ひと
りがグローバル
な視点を持ち、
自己実現に向け
て高い目標を掲
げ、最後まで挑
戦を継続できる
ような支援体制
を確立する。 
②総合的な学習
の時間や LHR を
効果的に活用す
るとともに、長
期休業期間中の
時間を活用した
きめ細やかなキ
ャリア支援体制
を構築する。 

①生徒自身に将来の夢
を実現していくための
ショートゴールを設定
させ、定期的に達成度
を確認できる仕組みを
作る。 
②総合的な学習の時間
や LHR を利用し、適切
な進路選択ができるよ
う情報提供を行ってい
く。 
②長期休業中において
は、講習会を設定し、
生徒の到達度に応じた
学習環境を構築する。 
 

①模擬試験を各学年効
果的に設定し、関連す
る講演会等を企画する
ことができたか。 
①生徒の意欲向上につ
ながるデータ活用が、
円滑にできる環境を整
えることができたか。 
①進路支援室や自習室
等を整備し、生徒の学
習環境を整えられた
か。 
②適切な進路選択に繋
がる継続的な支援がで
きたか。 
②長期休業中における
講習等が適切に設定さ
れたか。 

     

４ 
地域等との 
協働 

○保護者・地域・大

学・分教室との連

携・協働による教育

を推進する。 

①地域・保護者
等と連携した生
徒主体の活動を
支援する。 
②地域に理解さ
れる貢献活動を
実施する。 
③ 「 か ま く ら
学」やキャリア
教 育 等 に お い
て、生徒の進路
希望に則した高
大 連 携 を 進 め
る。 
④藤沢養護学校
分教室との交流
を 継 続 的 に 行
う。（再掲） 

①「かまくら学」を軸
にした地域との協働に
よる体験活動のさらな
る充実と生徒のプレゼ
ンテーション能力の向
上を目指す。 
②地域との連携を図
り、環境に配慮した地
域貢献活動を実施す
る。 
③「かまくら学」やキ
ャリア教育の成果を生
かせる高大連携のあり
方を模索する。 
④授業や学校行事など
を通して、分教室と生
徒間の交流・理解が深
まるように支援する。
（再掲） 

①生徒の積極参加を促
す地域との協働メニュ
ー提示が効果的になさ
れたか。 
②地域と連携し、海岸
清掃など環境に配慮し
た活動を実施できた
か。 
③本校の連携先として
ふさわしい大学を見い
だすことができたか。 
④分教室との交流を通
して生徒間の協力関係
が築けたか。（再掲） 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

○すべての職員が一

丸となって学校改革

に臨み、魅力ある学

校づくりに組織的に

取り組む。 

①事故不祥事に
関する情報の共
有化・校内研修
体制の充実を図
る こ と に よ っ
て、事故・不祥
事０件の継続を
目指す。 
②学校目標を共
有し、その達成
に向けて学年・
グループが協同
して取組む体制
を構築する。 
③生徒・保護者
の安全安心を図
り、必要な環境
整備に努める。 
④職員・生徒が
一体となって災
害に強い学校づ
くりを行う。 
⑤ホームページ
で最新の学校の
情 報 を 発 信 す
る。 

① ①効果的な研修会を実
施する。 
グループを主体とした
事故防止会議の計画的
な実施を図る。 
私費会計の適正な執行
を図る。 
②学年・グループ・教
科等で学校目標達成を
意識した会議時間を確
保するなど情報の共有
化を図る。 
③校内の施設をチェッ
クし、環境整備に努め
る。 
④様々な状況を想定し
た避難訓練、DIG 訓練等
を実施する。 
活用しやすい防災マニ
ュアルの見直しと職
員・生徒への共有化を
図る。 
⑤迅速で魅力ある情報
発信に努める。 

①時宜に適した効果的
な研修会が開けたか。 
定期的な点検方法が構
築できたか。 
各グループが主体的に
事故防止会議を実施し
たか。 
私費会計の執行が適正
に実施されたか。 
②定例の学年会・グル
ープ会議・教科会議に
おいて定期的に学校目
標達成に向けての情報
共有はできたか。 
③校内の環境整備を行
うことができたか。 
④避難訓練、DIG 訓練を
実施し、安全への意識
を高め、帰宅グルー
プ、帰宅経路等の確認
ができたか。 
⑤時宜に応じた情報更
新と魅力ある情報発信
が実施されたか。 

     


